
外断熱・二重通気工法、ダクト式全館空調を導入した住宅を対象に実測を行
い、温熱環境、エネルギー消費量の実態を明らかにする。また、実測により得
られたエアコンの部分負荷特性に基づき、能力特性を再現したシミュレーショ
ンモデルを構築する。そして快適性、省エネルギー性の観点から効果的な全館
空調のエアコン能力や運転方法を明らかにする。

■ システム概要

外断熱・二重通気工法、ダクト式全館空調の
システム改善に関する研究

■ 研究背景

■ 研究目的
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近年、快適な温熱環境を保ちつつ、適切なエ
ネルギー性能を有する住宅の普及が目指されて
いる。全館空調システムは、室間温度差が小さ
いことなど快適な室内環境を形成する一方で、
エネルギー消費量が多いことが課題となってい
る。省エネルギー化のためには、エアコン能力
や稼働方法から、エアコンが高効率で稼働する
手法を明らかにする必要がある。また、検討に
はエアコンの稼働条件を再現したシミュレー
ションモデルが必要である。

＜ダクト式全館空調システム＞
第一種セントラル換気と床置きエア

コンを組み合わせ、居室別に温度や風
量の制御を行わない簡易的な全館暖冷
房システムである。
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▲ システム概念図

モデルの構築実測計画

▲ 空調室の概念図

実測値との比較実測

精度検証実態把握

【実測】 【シミュレーション】

設計手法の構築

＜外断熱・二重通気工法＞
躯体の外側で断熱を行い、断熱材の

内側と外側に通気層を設けた住宅工法
である。小屋裏に設けたファンによっ
て内側通気の制御を行う。
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▲ 外断熱・二重通気工法概念図

近年、快適な温熱環境を保ちつつ、適切なエ
ネルギー性能を有する住戸の普及が目指されて
いる。一世帯当たりのエネルギー消費量のうち、
冷暖房が約30％を占めているため、冷暖房のエ
ネルギー消費を抑制することが必要不可欠であ
る。そこで、室間温度差を小さくし、快適な温
熱環境の形成が可能な全館空調システムの更な
る省エネ化を目指している。
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■ 研究方法

【実測】
エアコンの吹出風量、換気風量、温熱環境、消費電力に関する実態把握

▲リビングの
PMV計測

＜風量＞＜消費電力＞

▲KNS-235

▲6051-C0
▲エアコン吸込口

風量の計測

▲AM-101
▲上下温度とグローブ

温度の計測

▲LR-8514 ▲testo 175H1

▲TR-72 ▲PW-3360

▲エアコン消費電力
の計測

表 シミュレーション実施項目

■ 分析

＜温熱環境＞

▲LR5001

▲室内吹出口

▲床下温湿度
▲床置きエアコン消費電力

【シミュレーション】

非定常システムシミュレーションツール
TRNSYS18 、換気計算ソフトTRNFlowを用い
て熱計算と換気回路網計算の連成計算を行
う。

実施項目 検討項目

モデル構築
外壁条件、熱容量、
内部発熱、空調経路

精度検証
給気風量、室温、
エアコン処理熱量、消費電力

▲3Dモデル

▼実施項目

高負荷時のCOP低下による消費電力増加を再現できていることから、COPの変
動を考慮した消費電力が算出可能なモデルを構築した。

実態を再現したモデル構築・運用方法の検討
非定常システムシミュレーション：TRNSYS18
換気計算ソフト：TRNFlow
→実測値と比較し、建物モデルの妥当性を確認

▲温湿度計測
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